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EDUCATIONAL ACTIVITY

教育活動

人生100年時代の到来に伴い、私達の働き方は大きく変化すると予測される。
神戸女学院大学英文学科は2018年4月、特別プロジェクト「人生への戦略」
を開講した。これはビジネス英語を使用する企業に就職を考える2・3年生を対
象とした授業外プログラム。グローバル企業において、豊富な経験を持つアル
ディーン千浩氏をコンサルタントとして迎え、メンタリングセッション、講演会、
インターンシップなどを実施している。プロジェクトの背景や目的、内容等、学
科長の松尾歩教授とアルディーン千浩さんに話を聞いた。

問題行動を持つ子どもと苦慮する親を対象に、ライブコー
チングにより親子関係を改善する心理療法として近年注目
される「親子相互交流療法（PCIT）」。人間科学研究科國吉
知子教授は、大学院でPCIT実践家養成ワークショップ授業
を開始。日本初の試みである。「女学院から日本の親子関係
を変えるパワフルな臨床家を！」と意欲的に語る。

親子関係を劇的に改善する心理療法

PCITセラピスト養成が本学で始動！
人生の“Ownership”を持つ大切さを

自ら必要な知識を学び経験する姿勢を身につける

■アルディーン 千浩
（アルディーン・ちひろ）
外資系 IT企業での海外営業を経て、外
資系投資銀行に16年間勤務。その大半
を香港で過ごし、2015年に帰国。女性
管理職として参画したダイバーシティの活
動経験を活かし、現在は IT企業の経営を
担う。また、主に関西圏にて留学生を含
めた高校生・大学生並びに若いキャリア
層の支援を行う。京都及びアメリカ在住。

●人間科学研究科

國吉 知子 教授
─ KUNIYOSHI Tomoko

 Parent-Child Interaction Therapy

●英文学科特別プロジェクト
　コンサルタント

アルディーン 千浩 氏
─ ALDEEN,Chihiro

●文学部 英文学科

松尾 歩 教授
─ MATSUO Ayumi

修
了
後
は
心
理
相
談
室
で
同
教
授
の
ラ
イ
ブ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
の
も
と
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
事
例
を

担
当
し
認
定
セ
ラ
ピ
ス
ト（
国
際
資
格
）を
目

指
す
。
修
了
後
も
一
貫
し
た
指
導
体
制
が

整
っ
て
い
る
の
が
本
学
の
強
み
だ
。

▼
人
は
誰
で
も〝
承
認
〞を
求
め
る

「
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
ユ
ニ
ー
ク
な
親
子
療
法
」

と
國
吉
教
授
は
強
調
す
る
。
親
子
の
交
流
を

直
接
観
察
で
き
る
同
室
セ
ラ
ピ
ー
だ
か
ら
こ

そ
、
親
子
関
係
の
悪
循
環
改
善
の
た
め
の
行

動
指
針
が
明
確
に
な
る
。

親
子
の
信
頼
感
を
構
築
す
る
前
半
、
し
つ

け
の
練
習
を
す
る
後
半
の
二
部
構
成
も
特
長
。

親
が
ス
キ
ル
を
使
っ
て
子
ど
も
を
承
認
し
見

守
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
情
緒
が
安
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
子
ど
も
が
自
ら
の
欲
求
の
制
御

を
学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
。
親
が
子
ど
も
の

衝
動
や
攻
撃
性
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
、
子
ど
も
が
親
の
指
示
に
従
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
親
は
自
信
と
権
威
を
回
復
す
る
。

「
人
は
誰
で
も
承
認
さ
れ
た
い
と
思
う
も

の
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ス
キ
ル
は
人
間
関
係
を
円

滑
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ッ
セ

ン
ス
で
す
。」
受
講
生
か
ら
は
「
日
頃
の
自

分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
点
が
わ

か
る
よ
う
に
」「
親
と
の
関
係
を
見
直
せ
た
」

と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
は
首
都
圏
を
中
心
に
広
ま
っ
て

い
る
が
、
日
本
の
大
学
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成

に
取
り
組
む
の
は
本
学
の
み
。
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
役
割
は
大
き
い
。

「
子
ど
も
を
操
作
す
る
の
が
、Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
め
よ
う
と
意
識
す
る
こ

と
で
、
親
は
子
ど
も
の
良
い
点
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。
行
動
は
自
ら
の
選
択
で

あ
り
、
誰
で
も
意
識
的
に
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
日

本
の
親
子
関
係
の
改
善
に
貢
献
で
き
れ
ば
」

と
國
吉
教
授
は
笑
顔
で
語
る
。

▼
親
と
し
て
の
関
わ
り
方
を
そ
の
場
で
コ
ー
チ

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
と
は
暴
力
、か
ん
し
ゃ
く
、衝
動

性
な
ど
問
題
行
動
の
あ
る
幼
児
と
そ
の
親
を

対
象
に
親
子
同
室
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
、

別
室
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
親
に
有
効
な
ス
キ
ル

を
ラ
イ
ブ
コ
ー
チ
す
る
米
国
発
祥
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
心
理
療
法
だ
。
親
は
そ
の
場
で
ス

キ
ル
を
実
践
、
効
果
も
す
ぐ
に
実
感
で
き
る
。

代
表
的
な
ス
キ
ル
に
は
、
子
ど
も
の
行
動

を
具
体
的
に
ほ
め
る（P

ra
ise

）、
子
ど
も
の

行
動
を
描
写
す
る（D

e
scrib

e

）な
ど
の
Ｐ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ス
キ
ル
と
、
避
け
る
ス
キ
ル（
命
令
・

質
問
・
批
判
）が
あ
り
、
親
は
こ
れ
ら
の
ス
キ

ル
を
着
実
に
身
に
つ
け
て
い
く
。

國
吉
教
授
は
２
０
１
３
年
本
学
心
理
相
談

室
に
関
西
初
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
。
今
年
度

よ
り
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
授
業
を
展
開
。
院
生

は
日
本
で
は
稀
少
な
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー

の
國
吉
教
授
か
ら
「
心
理
療
法
特
論
」
で

P
C
IT

 In
tern

atio
n
al

認
定
の
養
成
講
座
を
受

講
、
事
例
に
も
陪
席
し
國
吉
教
授
か
ら
直
接

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
。

▲PCIT公認テキストと國吉教授によるPCIT解説所収の書籍

PCIT実践家養成ワークショップ授業の様子

│
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
は
？

　

学
生
自
ら
必
要
な
知
識
を
学
び
経
験
す
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
キ
ャ

リ
ア
を
築
く
た
め
に
重
要
な
3
つ
の
資
本
「
知
」「
人

間
関
係
」「
情
報
」
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
女
性
と

し
て
の
人
生
の
あ
り
方
を
学
び
ま
す
。

│
メ
ン
タ
リ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
？

海
外
で
は
家
族
同
士
の
食
事
会
な
ど
を
通
じ
て
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
様
々
な
職
種
で
働
く
人
に
接
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
人
と
人
が

交
流
す
る
機
会
そ
の
も
の
が
少
な
く
、
学
生
達
は
興

味
を
持
っ
た
業
界
や
職
業
の
人
と
ど
の
よ
う
に
し
て

き
っ
か
け
を
掴
み
、
機
会
を
得
れ
ば
目
的
の
人
と
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
場
所
や
機
会
に
出
向

き
参
加
す
る
こ
と
で
目
的
の
業
界
の
人
と
の
ご
縁
が

得
ら
れ
る
の
か
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
会
議
が

開
催
さ
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
公
募
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
応
募
の
際
に
必
要
と
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

│
講
演
会
に
は
ど
の
よ
う
な
講
師
の
方
を
？

　

多
様
な
業
界
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活

躍
し
、
社
会
貢
献
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る
女
性
を
お

招
き
し
て
い
ま
す
。
仕
事
内
容
や
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界

に
お
け
る
女
性
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
、
働
く
姿
勢
、

生
き
方
に
つ
い
て
等
、
広
い
視
点
で
お
話
を
伺
っ
た

後
、
学
生
達
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

学
生
は
そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
具
体
的
な
考
え
を
構
築
し
て
い
く
の
で
す
。

│
企
業
と
学
生
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
橋
渡
し

も
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

は
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
実
践
型
。
学
生
は
2
〜
3
カ
月
間
ほ
ど
雇
用
さ
れ
、

実
際
に
責
任
あ
る
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

日
本
の
大
学
は
海
外
の
大
学
と
比
較
す
る
と
、
夏
季

休
暇
が
短
く
外
資
系
企
業
が
学
生
の
受
け
入
れ
を
検

討
す
る
際
の
ハ
ン
デ
と
な
り
得
る
た
め
、
様
々
な
企

業
に
考
慮
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

産
業
の
職
を
希
望
す
る
学
生
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

セ
ン
ト
レ
ジ
ス
ホ
テ
ル
大
阪
や
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
に
て
数
カ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
機
会
を
得
て
、
実
際
に
学
生
を
受
け
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
企
業
は
「
募

集
し
て
い
な
く
て
も
応
募
し
て
下
さ
い
」
と
仰
る
の

で
、
学
生
に
は
積
極
的
な
応
募
を
勧
め
て
い
ま
す
。

│
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
、
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
が
経
済
的
に
安
定

し
た
将
来
を
約
束
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
医
師
、
弁
護
士
で
す
ら
貪
欲
に
情
報
を

収
集
し
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
々
の

ニ
ュ
ー
ス
や
世
界
情
勢
に
沿
っ
た
内
容
を
心
掛
け
て

お
り
、
新
し
い
情
報
を
常
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
か

つ
受
講
す
る
学
生
達
の
リ
ア
ル
な
声
に
耳
を
傾
け
、

講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
義
が
学
生
達
に
と
っ
て

有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
少
し
で
も

多
く
の
情
報
を
シ
ェ
ア
し
、
さ
ら
に
自
分
の
も
の
に

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
受
け

身
で
は
な
く
積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
『
自
分
の
頭

で
考
え
る
姿
勢
』
で
す
。

　私は長らく学問の世界に
身を置いてきましたが、ラ
イフキャリアについて悩む

学生にはリアルな社会の状況を理解し、先を見通
す力を養うことが重要だと考え、最前線で活躍され
てきたアルディーンさんをゼミにお迎えしたのです。
学生の反響はとてもよく、これは学科でシェアする
べきと進言したところ、特別プロジェクトとして開
講が決まりました。「世界で活躍するために必要な
のは高い英語力よりもチャレンジする意欲と勇気。
希望者全員に受講してほしい」アルディーンさんの
意向を尊重し、多くの学生を受け入れています。

MESSAGE
FROM THE CHAIR
─学科長に聞く─

これまでに開催された講演会（所属は講演会時）

▶「Challenge yourself」
山本恵子 （NHK国際放送局 WORLD NEWS部 記者）

▶「これからの女性キャリアとワークライフマネジメント」
 レイノルズあい （セントレジスホテル大阪 マーケティングマネジャー）

▶「就職活動での装い戦略 ～装いによるセルフ・プレゼンテーション基礎」
▶「人生を切り拓く力になる『装力』 ～あなたらしさを活かす、とは～」
 西畑敦子 （ファッションレスキュー プロパーソナルスタイリスト）

▶「Sports needs a space」
 Angela Ortiz （adidas Strategy & Business Development CSR Senior Manager）

▶「世界の土俵に立つ ～日本人女性としてトップにたつまでの道のり～」
 山原明子 （Citibank N.A. General Counsel、Citi Private Bank Managing Director）

◉英文学科特別プロジェクト「人生への戦略」


